
　福井県教育センター ４階大ホールにおいて第３９回福井県生協連合会
通常総会を開催しました。
　当日は、福井県安全環境部企画幹 森川泰司氏にご来賓として出席い
ただきご祝辞をいただきました。開会宣言に続き、理事会を代表して竹生正
人会長理事が挨拶し、以下の全議案が可決決定されました。

　昨年、一昨年に続き、今年も福
井県立大学の学生を対象に出
前講義（90分）を実施しました。
　｢協同組合って？｣「生協って？」
の基本知識をおさえた後、生協
が組合員のくらしだけでなく地域
や社会、地球環境をよりよくする
ために地域や職場、学校などで事業・活
動していることを、パワーポイントで具体
的事例を示しながら話をすすめました。
　後半は、福井大学生協　野尻専務
理事より「大学生協って？」をテーマに、福井大学生協で行っている
事業や様々な活動・取り組みを紹介し、「福井県立大学も、ぜひ大
学生協設立にチャレンジしてください」とエールを送りました。

　今後とも、より一層のご指導・ご鞭撻を
賜りますようお願い申しあげます。

この広報は再生紙を使用しています

第１号議案 2013年度活動報告・決算報告及び
 剰余金処分案承認の件
第２号議案 2014年度活動方針及び収支予算決定の件
第３号議案　役員（理事１名）補充選任の件

可決決定された議案

※いずれも活動は９時から１時間程度
です。海岸清掃終了後は、みんなで
ゴミを分別し、集積します。

９月6日㈯
9：00～10：30
鷹巣海水浴場

９月13日㈯
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三国サンセットビーチ
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ボランティア募集
Let's cleanthe coast !

６月5日㈭　於：福井県教育センター ４階大ホール

お申込み・お問い合わせは
福井県生協連合会まで。

協賛：福井県企業等ボランティア・
　　  社会貢献連絡会

General
    meeting
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福井県生活協同組合連合会機関誌

福井県立大学で出前講義
『食の安全とくらしの安心で、地域へのお役立ち』テーマに

7月7日㈪





ふくいの生協第104号 2014年8月8日

　陸前高田市の海岸近くは更地で、至るところに土を盛ってか
さ上げする造成工事が行われていました。遠くの山から土を運
搬する巨大なベルトコンベヤーが頭上高く、あちらこちらに繋
がっていて、多くのトラックが行き来していました。「被災された
方々の生活再建はまだまだなんです。」と、「再生の里ヤルキタ
ウン」の理事長　熊谷さんは何度も口にされていました。

　福井県民生協では、東日本被災地支援としてボランティアバス
を運行しました。生協の組合員や職員、一般県民の総勢28名が
参加し、岩手県陸前高田市でおもに除草作業に汗を流しました。

　福島で見聞きしたことを、会員生協での「被災地を忘れない、伝える」
取り組みに役立てていただくことを目的に、福井県生協連では『福島スタ
ディツアー』を実施しました。

　コープふくしまの今野理事長をはじめ、コープふくしま4名の方に同行していただきながら、被災地を案内していただきました。
防波堤が破壊された村上海岸や壊滅的被害を受けた松川浦漁港、原発事故後避難指示が出た浪江町や飯館村、瓦礫撤去
後、手つかずで草原のようになっている南相馬市など、その場で受けた説明はとても重いものでした。（次号で詳しく報告します。）

参加者の感想

6月20日㈮ 20時出発～6月22日㈰ 24時帰福

県民せいきょう

●初めての参加で、瓦礫撤去のような大きな活動はできなかったけれど、
支援の一人として少しでもお役に立てたことがよかった。

●見渡す限りの更地に驚きを隠せなかった。復興支援の気持ちがさら
に強くなるとともに、自分にできることを無理なく続けていこうと思った。
●ボランティアは参加するだけでなくその後が大切で、より多くの人に伝
えていかなければいけない。

を忘れない
ケアされない子どもたちへさらに支援を

～被災地のいま～3.11

　子どもたちは、地震・津波の恐怖はもちろん、親や友人との
離別など大人でさえ乗り越えるには困難な体験をしてきました。
先ごろ河北新報社（宮城県に本社を持つ新聞社）が沿岸部
の小中学校を対象に行った調査（※）では約7割の校長が
「自校の児童・生徒に震災の影響と思われる問題がある」と答
えています。
　小林純子さん（災害子ども支援ネットワークみやぎ代表世話
人）は、「震災後3年の間に再就職できたり自宅を建てたりして
生活再建できた家庭と、未だに回復できていない家庭の状況
はかなり異なり、それが子どもにも反映している」と言います。
　震災で受けた心の傷が十分にケアされず、ストレスを溜めて
いる子が多いこと。保護者の傷つき度合いが激しいほど子ども
の気持ちは放置されがちなこと。そのなかで大人の様子を伺
いながらじっと我慢している子どもたちが多いことを、小林さん
は憂います。
　また乳幼児へのケア不足も指摘します。「学校や幼稚園・保
育園ではスクールカウンセラー、先生方が子どもを支えてきた

が、乳幼児はそうした組織的なケアがなかったため、震災体験
を強く引きずっている母子がいる」。
　なかには母親がうつ状態となったため、震災後に生まれたに
も関わらず無表情などのうつ症状が出ている乳幼児の例もあ
ります。「津波や地震を体験しなかったから大丈夫なわけでは
ない。震災の影響は後 ま々で引き継がれていってしまう。これか
ら10年20年とずっと見守っていくことが必要」と小林さんは訴
えます。
　震災体験を語り継ぐ一方で、
傷ついた心は引き継がないよ
うケアしていく努力が、関係者
はもとより周囲のすべての大
人に求められているのかも知
れません。
※河北新報社が2013年12月宮城県
沿岸自治体15市町の公立小中学
校245校を対象に実施した調査

▲「子どもたちの心のケアは専門
家じゃなくても構わない、家の人
や近所のおじさんおばさんなど
がよく話を聞いてあげるだけでも
いい」と小林さん。
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　「再生の里ヤルキタウン」は、「憩える　集える　元気を発信
する　みんなのコミュニティ広場」をめざして、地元の有志の
方々が創設されました。お花畑や野菜畑、オープン広場、カフェ
や店舗もあり、今は子ども達が集って学習できるスペースを準
備中とのことです。

　「花っこ畑」は、津波ですべて流された土地に再び花を咲かせ
ようと、個人の方が活動されているところで、被災された方々が
お花や土いじりで気を紛らわしたり、お話できるところになって
います。「人間だから、（震災のことを）忘れちゃうのはしようがな
い。でも、ボランティアに来られることで、また思い出して、周り
の人たちに伝えてください」と代表の吉田さんが話されました。

▲巨大なベルトコンベアー

▼お花畑の側溝の除草作業被災地支援
ボランティアバス運行

草に覆われ手が付け
られていない宅地

「除染作業中」の旗

7月28日㈪～29日㈫福島スタディツアー報告

２１日 NPO法人「再生の里ヤルキタウン」
花画廊での除草作業・球根堀り

２2日 オープンガーデン「花っこ畑」での除草作業

復興状況


